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➀R/RStudioの使い方



❑トラブルを受講者で共有し，解決しながらすすめましょう
⚫授業中，Rに関するトラブルがあれば遠慮なく教えてください

• 口頭での質問，zoomやSlackのチャット機能などでご連絡ください

• Slackの方が丁寧なサポートが可能です

⚫みんなでトラブルとその解決方法を共有しましょう
• オンサイトの方もオンラインの方も，ご自身のトラブルをzoomで画面共有してください

• 授業の一環として，トラブルの解決に努めます

• 深刻なトラブルな場合は，メイン講師の授業と同時並行して，

サブ講師がトラブル解決に努めます

⚫もちろん，授業後や休憩時間に質問いただけてもOKです

トラブルがあれば質問してください
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はじめに
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❑対象から情報（データ）を取得して，分析していくことが重要

複雑すぎる世界を理解し，活動していくために
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• 生物現象
• 物理現象
• 社会現象
• 顧客の行動
など
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現象が生じる「世界」 データ

観測
データ収集

世界に関する
推測



❑データを用いてできること
⚫データ分析のモチベーション

• 目の前の現象を把握したい

• 現象の背後にあるメカニズムを解釈したい

• データから未来のことを予測したい

• データに基づいて意思決定や問題解決を行いたい

⚫必要なスキル・知識
• データの要約

• データの可視化

• 数理モデルの活用

• 統計学・機械学習の知識

• 扱おうとする現象についてのドメイン知識

研究をするうえで欠かせない「データ」
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因果関係？



❑Rとは？
⚫フリーの統計ソフトウェア

⚫「R言語」とも呼ばれる

⚫The R Foundation for Statistical Computation (Vienna, Austria)が開発

⚫幅広い統計解析手法をカバー

⚫「パッケージ」による拡張

統計ソフトウェア「R」
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❑RStudio

・Rのための統合開発環境

－生のR＋いろいろ便利機能

RStudioでRをもっと便利に扱う

7



RStudioの使い方
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❑R/Rstudioをインストール済みの前提で進めます
⚫未インストールの人は過去動画を参考にインストールしてください

⚫https://www.youtube.com/watch?v=NMmD_3QvFsY

❑『RStudio』を起動してください (『R』ではなく『RStudio』)

RStudioを起動する
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RStudioの起動画面

R RStudio

エディタ

コンソール

ワークスペース

その他

同じ
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エディタ

コンソール

ワークスペース

その他

R Markdownを使ってコマンドを打ってみよう

❑画面左上の「+」ボタンから「R Markdown…」をクリック
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クリック



New R Markdownというウィンドウがでる

❑タイトルや著者欄など基礎情報を記入できる

・Title ：「いまから行う分析の名称」

－”Workshop1”としておきましょう。

・Author：「分析者の名前」

－ご自身の名前を入力ください。

・Default Output FormatではHTMLを選択

・「OK」をクリック
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こんな画面が自動生成されます
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灰色の領域はコードチャンクと呼ばれます

コードチャンク
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コードチャンク

コードチャンク



先頭6行はyamlヘッダと呼ばれます

yamlヘッダ
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コードチャンク

コードチャンク

コードチャンク



コードチャンクの間はドキュメントチャンク
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yamlヘッダ

コードチャンク

コードチャンク

コードチャンク

ドキュメントチャンク

ドキュメントチャンク

ドキュメントチャンク



Rmarkdownを使ってコードをうってみよう

❑コードチャンクとyamlヘッダ

・コードチャンク

－Rへのコマンドを書く箇所

－「```{r} 」から「```」まで

－「 `」が3つ並んでないと

機能しないので注意

・yamlヘッダ

－「 ---」から「 ---」まで

－全体的な設定などを扱う箇所

－この授業ではいじりません
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yamlヘッダより下の部分をDeleteしましょう

yamlヘッダ

ここに、自分でコードを書いていくことになります。
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Ctrl+Alt+I でコードチャンクを挿入

❑コードチャンクの挿入

① yamlヘッダの下部に

カーソルを置いて

② Ctrl + Alt + I

※macOSではCommand + Option + I

③チャンクがでてきた！

ここにコードをうっていきます

Ctrl+Alt+I

yamlヘッダ

yamlヘッダ
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コードチャンク



コードチャンクにコードをうちましょう

yamlヘッダ

yamlヘッダ

```{r}
a <- 1 + 1
b <- 3
a*b
```
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コードチャンク

コードチャンク



Ctrl+Enterでカーソル行のコードを実行

「a <- 1 + 1」に
カーソルを置いて

Ctrl + Enter (実行)

※macOSではCommand + Enter
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Ctrl+Enterでカーソル行のコードを実行

カーソルの行のコード
「a <- 1 + 1」が

コンソール上に表示される

①「a 」という名前のオブジェクトが
存在すること

②「a」の中に格納している数字が
「2」であること
を表示
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結果をドキュメントチャンクに記述
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結果についてメモしておきたいことは
チャンクの外側の領域に
書いておこう

メモしたいことがない場合は
特に書かなくてもいい



RStudio+Rmarkdownの基本的な使い方

❑RStudioとRmarkdownを用いたコーディングのワークフロー

・前準備

(a) エディタにRmarkdown画面を生成

(b) yamlヘッダを残して下部をDelete

・コードをかく（以下の①～⑤を繰り返す）

①コードチャンクを挿入(Ctrl+Alt+I)

②コードチャンクにコードをかく

③カーソルの行のコードを実行(Ctrl+Enter)

④コンソール・ワークスペースで出力を確認

(⑤メモをドキュメントチャンクに記述）
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覚えておくと便利なショートカット (Windows)

⚫Ctrl + Enter
• カーソルのある行を実行する

⚫Ctrl + Alt + I
• コードチャンクを挿入する

⚫Ctrl + Alt + C
• カーソルのあるコードチャンクのコードをすべて実行する。

⚫Ctrl + Alt + R
• Rmarkdownファイル内にあるコードチャンクをすべて実行する。
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覚えておくと便利なショートカット (macOS)

⚫Command+ Enter
• カーソルのある行を実行する

⚫Command + Option + I
• コードチャンクを挿入する

⚫Command + Option + C
• カーソルのあるコードチャンクのコードをすべて実行する。

⚫Command + Option + R
• Rmarkdownファイル内にあるコードチャンクをすべて実行する。
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データフレームの操作
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❑基本的な計算

Rの基本操作
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記号 意味

+ 足し算

- 引き算

* 掛け算

/ 割り算

^ べき乗



❑Rのオブジェクト
⚫数字・文字列などを格納したり、

一部を取り出し・変更したりできる「箱」

⚫格納するデータの種類によって、

「箱」の種類も変わる。

• ベクトル

• データフレーム

• マトリックス

• リスト

オブジェクト：データを格納する「箱」
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ベクトル

データフレーム



❑オブジェクトへの代入

・「<-」でオブジェクトへの代入を表す。

オブジェクト：データを格納する「箱」
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➢ 「１＋１」という計算に「a」という名前をつける

➢ 名前をつけた後で「a」を呼び出すと、「1+1」という計算
の結果（つまり２）が返される

➢ 「３」という数値に「b」という名前をつける

➢ 「a*b」という計算を行うと、「(1+1)×3」という計算
の結果（つまり6）が返される



❑サンプルデータiris

データフレーム

列

行

列名

それぞれの升目をセルという

31



iris：フィッシャーのアヤメのデータ

❑3種のアヤメについて、がく片・花びらの長さ・幅を計測したデータ

・setosa・versicolor・virginica 各50個体ずつ（計150個体）

がく辺の長さ がく片の幅 花びらの長さ 花びらの幅 種

1 5.1 3.5 1.4 0.2 setosa

2 4.9 3.0 1.4 0.2 setosa

3 4.7 3.2 1.3 0.2 setosa

4 4.6 3.1 1.5 0.2 setosa

5 5.0 3.6 1.4 0.2 setosa
・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

149 6.2 3.4 5.4 2.3 virginica

150 5.9 3.0 5.1 1.8 virginica
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量的変数 量的変数 質的変数量的変数 量的変数



❑head(df)

データフレームの先頭6行を表示する
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❑summary(df)

データフレームの基礎情報を表示する

※数値の列では最小値・平均値・最大値・四分位数などの要約統計量が、
文字列の列では、格納されている各文字列の観測値の個数が表示される
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❑View(df)

・エディタに

データ一覧が表示される。

全データを表示する
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分析レポートの生成
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❑Windows上部のKnitボタンをクリック

RmarkdownをKnitしよう

Knitボタン

37



❑Choose Encogingウィンドウがでてくる

・Windowsの場合

－CP932を選択

・Mac OSの場合

－UTF-8を選択

RmarkdownをKnitしよう
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❑“Save File”というウィンドウがでてくる

・好きな名前をつけて”Save”ボタン

－今回は”workshop1”

という名前をつけましょう。

RmarkdownをKnitしよう
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❑htmlファイルが出力され、Viewerに表示される

RmarkdownをKnitしよう
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❑Rmarkdownに書いたコードとViewerのhtml出力は対応している

RmarkdownをKnitしよう

yamlヘッダ

コードチャンク①

ドキュメントチャンク①

yamlヘッダ

コードチャンク①

ドキュメントチャンク①
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❑My documentsにhtmlファイルが出力される

・クリックするとWebブラウザに

さきほどのhtmlファイルが表示される

－”workshop1.html”

RmarkdownをKnitしよう
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❑作業ディレクトリ

・PCは多くのフォルダが階層構造をつくる

・Rが、ファイルを入出力することができる

フォルダを作業ディレクトリという。

－作業ディレクトリと

その深層のフォルダにあるデータは

簡単にファイルの入出力ができる。

－作業ディレクトリの外部で

ファイルを入出力したいときは

ディレクトリを変更するなど、一手間必要。

作業ディレクトリ

簡単にデータを
入出力できる範囲

作業ディレクトリ

A B

C
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❑RStudioを起動してコンソールでgetwd()を実行

getwd()関数で作業ディレクトリを確認
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マイドキュメントが表示される。
⇒Rのデフォルトの作業ディレクトリはマイドキュメント



簡単にデータを
入出力できる範囲

作業ディレクトリ

❑Rのデフォルトの作業ディレクトリは「マイドキュメント」

・マイドキュメント内のファイルに関しては

入出力は簡単。

－それ以外のフォルダに

アクセスしようとすると一手間必要。

・分析関連ファイルをまとめておいたフォルダが

作業ディレクトリになると便利。

作業ディレクトリを変更しましょう。

作業ディレクトリ

A B

C
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分析関連
フォルダ



❑ディレクトリを変更する

・”Session”

⇒”Set Working Directory”

⇒”Choose Directory…”

で、ファイルを入出力する

フォルダを指定

作業ディレクトリの変更
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❑分析レポート作成のワークフロー

・前準備

(a) エディタにRmarkdown画面を生成

(b) yamlヘッダを残して下部をDelete

・コードをかく（以下の①～⑤を繰り返す）

①コードチャンクを挿入(Ctrl+Alt+I)

②コードチャンクにコードをかく

③カーソルの行のコードを実行(Ctrl+Enter)

④コンソール・ワークスペースで出力を確認

(⑤メモをドキュメントチャンクに記述）

Rmarkdown+Knitで分析レポート作成

・Knit

(1) Knitボタンを押す
(2) ファイル名をつけて保存
(3) htmlファイルが出力される
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パッケージのインストール
48
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❑パッケージ
⚫R用の関数のセット

• Rのインストール時から備わっているもの

• ウェブ上からダウンロードして使うもの

• 分析の目的にあわせて，必要なパッケージを用いる

⚫install.packages()関数を使用して、パッケージをインストール
• パッケージ名をダブルクォーテーション(””)でくくって指定

⚫tidyverseパッケージをインストールしてみよう

• install.packages(“tidyverse”)

パッケージをインストールしよう
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関数とは？

❑関数 (function)
⚫「入力」に対して「出力」を返すもの

• 入力する値のことを「引数（ひきすう）」と呼ぶ

• 引数が複数あることもあり、

左から「第１引数・第2引数・第3引数…」と呼ばれる

⚫Rの関数は全て、関数の名前の後にカッコ（）がついた形式
• 例：install.packages()関数

入力 出力関数



Tidyverseパッケージとは…

❑データ解析のためのRパッケージ群
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パッケージの読み込み

❑library()関数でパッケージを読み込む
⚫パッケージはRを起動するたびに読み込む必要があるので注意。

• コードの先頭で読み込むことをオススメします。

⚫library(tidyverse) …tidyverseパッケージを読み込む
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tidyverseパッケージに含まれるパッケージ群
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ワイド型データフレーム ロング型データフレーム

データフレームの型：ワイド型とロング型
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ワイド型データフレーム ロング型データフレーム

データフレームの型：ワイド型とロング型



❑ggplot2やdplyrの関数はロング型に対応
❑第１引数にデータフレームを入れ，列名で変数を指定

> ggplot(iris, aes(x = Sepal.Length, y = Sepal.Width)) +…

❑列名を指定してデータを抽出する

> select(iris, Sepal.Length, Species)

> filter(iris, Sepal.Length > 7)
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Rにデフォルトで用意されている
データフレーム「iris」

Rではロング型が扱いやすい



データフレームを操作・加工する関数が詰まったパッケージ

①行の一部を取り出す filter()関数

②列の一部を取り出す select()関数

③新しい列を追加する mutate()関数

④データをグループ化する group_by()関数

⑤データを要約する summarise()関数

dplyrの関数を使って
データフレームirisを
加工してみよう

dplyr



❑filter()関数
❑第１引数：データフレームの名前

❑第２引数以降：抽出したい行を表す条件式
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データフレームirisからsetosaのアヤメのデータだけ抽出しよう

※文字列の指定には ”” ダブルクォーテーションが必要

①行の一部を抽出する： filter()関数



❑条件式を書く際に使用する記号

58

記号 意味

== 等しい

!= 等しくない

>= 以上

> より大きい

<= 以下

< より小さい

%in% グループメンバシップ

記号 意味

is.na NA(欠損値)である

!is.na NA(欠損値)でない

& かつ

| または

※「=」は代入

Rの比較演算子
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irisからSepal.Lengthが7より大きいデータだけ抽出しよう

①行の一部を抽出する： filter()関数
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※条件式を & または コンマ で区切る ⇒「かつ」を表す

filter()関数で複数の条件を指定しよう
「Sepal.Lengthが6.5以上かつ Speciesがversicolor」の行を抽出

①行の一部を抽出する： filter()関数



61

※条件式を |（縦線）で区切る ⇒「または」を表す

filter()関数で複数の条件を指定しよう
「Sepal.Lengthが7以上または Sepal.Lengthが4以上」の行を抽出

①行の一部を抽出する： filter()関数



❑select()関数
❑第１引数：データフレームの名前

❑第２引数以降：抽出したい列名
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irisからSpeciesという名前の列だけ抽出しよう

irisからSpecies，Sepal.Length，Sepal.Widthの列を抽出しよう

②列の一部を抽出する： select()関数
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指定した列を除外しよう

Sで始まる列名だけ抽出しよう

②列の一部を抽出する： select()関数



❑mutate()関数

・第１引数：データフレーム

第２引数以降：新しい列の名前と追加する内容を指定
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各アヤメのがく・花びらの面積を計算し，新規な列に追加しよう

新規な列名
を指定

それぞれの列に，
各行の計算結果を代入

× ×

③新しい列を追加する：mutate()関数



❑mutate()関数 + if_else()関数
❑if_else(条件式, TRUEのとき, FALSEのとき)

❑Speciesがvirginicaならば”virginica”，それ以外は”NOT virginica”を入
れる列Species2を追加しよう
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③条件ごとに異なる値を追加する



❑summarise()関数

・第１引数：データフレーム

第２引数以降：要約して出力するデータフレームの列の情報
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irisのSepal.Lengthの平均と不偏標準偏差を計算し，
その結果を新たなデータフレームに要約しよう

新規な列名 = 関数名(計算したい元の列名)

④データを一行に要約： summarise()関数
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irisのデータをSpeciesごとにグループ化しよう

• Speciesでグループ化したirisを，
iris_gというオブジェクトに代入

• iris_gの頭6行だけを表示

❑group_by()関数

・第１引数：データフレーム

第２引数以降：グループ化する変数名

変数Speciesでグループ化
されていることを表す

⑤データをグループ化する：group_by()関数



❑group_by()関数でグループ化したデータフレームiris_gを，

summarise()関数の第１引数に渡す
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グループごとにデータを要約しよう

SpeciesごとにMeanとSD
が計算されている

group_by()関数+summarise()関数
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モルモットにビタミンCかジュースを投与し，歯の長さ(len)を記録
❑投与物(supp)：ビタミンC（VC） / オレンジジュース（OJ）の2水準

❑投与量(dose)：0.5 / 1.0 / 2.0 mgの3水準

データフレームToothGrowth

https://www.google.com/imgres?imgurl=https://thumb.ac-illust.com/6c/6c122b72face85d08a06293445817ba7_t.jpeg&imgrefurl=https://www.ac-illust.com/main/search_result.php?word%3D%E3%82%AA%E3%83%AC%E3%83%B3%E3%82%B8%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%B9&tbnid=Zchpt0KkA1RMjM&vet=12ahUKEwiV5IPvi6P6AhVGWpQKHanmBo4QMygAegUIARDiAQ..i&docid=YQg18nHqWB18DM&w=481&h=340&q=%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%80%80%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&client=firefox-b-d&ved=2ahUKEwiV5IPvi6P6AhVGWpQKHanmBo4QMygAegUIARDiAQ
https://www.google.com/imgres?imgurl=https://4.bp.blogspot.com/-xNY94vteDkc/U2LufMoB40I/AAAAAAAAfrE/9MyJr_NFS-s/s800/suppliment_vitamin.png&imgrefurl=https://www.irasutoya.com/2014/05/blog-post_6224.html&tbnid=0xZLjjfst-sZnM&vet=12ahUKEwii96Hki6P6AhVEZ5QKHQKEDfUQMygCegUIARDMAQ..i&docid=oC73aiTLrpXcGM&w=639&h=800&q=%E3%83%93%E3%82%BF%E3%83%9F%E3%83%B3%E5%89%A4%E3%80%80%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&client=firefox-b-d&ved=2ahUKEwii96Hki6P6AhVEZ5QKHQKEDfUQMygCegUIARDMAQ
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ToothGrowthをdoseとsuppの2変数でグループ化しよう

一旦別のデータフレームに格納

頭6行だけを表示

変数doseと変数suppの2変数で
グループ化された

❑group_by()関数
❑第１引数：データフレーム

❑第２引数以降：グループ化する変数名



❑2変数でグループ化したデータフレームTG_gをsummarise()関数に渡
し，条件ごとに要約統計量を計算する
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dose（3水準）×supp（2水準）ごとに
平均値，中央値，不偏分散，不偏標準偏差

が計算されている

group_by()関数+summarise()関数



❑グループごとに新しい列の値を追加する
❑group_by()関数で出力したデータフレームをmutate()関数の第１引数へ

72

group_by()関数+mutate()関数



❑ungroup()関数

・第１引数：グループ化されたデータフレーム
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グループ化されていない

ungroup()関数：グループ化を解除



パイプ演算子（Win: Ctrl+Shift+M，Mac: ⌘+Shift+M）

❑tidyverse内のmagrittrパッケージで扱える

❑前の値を，後ろの関数の第一引数として渡す

❑上下のコマンドはそれぞれ同じ意味になる
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パイプ演算子を使ったパイプ処理



パイプ演算子

❑tidyverseの関数は第1引数がデータフレーム

❑関数間のデータフレームの受け渡しがスムーズ

❑いちいちデータフレームを作る必要がない

❑複数の処理をパイプライン化してひと繋がりにできる
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パイプ演算子を使ったパイプ処理
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以下のコマンドをパイプ演算子を使って書いてみよう

① irisのうちSepal.Lengthが5より大きい行を抽出する

② Speciesごとにグループ化する

③ グループごとにSepal.LengthのMeanとSDを計算する



紹介したdplyrの関数

❑行の一部を取り出す filter()関数

❑列の一部を取り出す select()関数

❑新しい列を追加する mutate()関数

❑データをグループ化 group_by()関数

❑データを要約する summarise()関数

その他Tips
• 行を並び替える arrange()関数
• 列名を変える rename()関数
• 欠損値を除外 filter(df, !is.na(列名))
• パイプ演算子 %>%

R Markdownをknitして
htmlを出力しましょう

関数の合わせ技
• group_by() + summarise()
• group_by() + mutate()
• mutate() + if_else()

dplyrでデータフレームを操作
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